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Assessments of visual functions using a personal computer
Hiroyuki HIGUCHI
Abstract
 The purpose of this study was to measure the reproducibility and availability of visual functions by the 
software, 'Perception Trainer'. Thirty five university students, aged 20.9±2.7 years, (mean±SD), performed 
the 4 visual function tests using a personal computer. Visual Reaction Time (VRT), Dynamic Visual Acuity 
(DVA), Selection Response (SR), and Perception Judgment (PJ), each test was 10 questions. The subjects 
required to replay a question within 10 seconds. In the reproducibility test of visual function, the averages 
of VRT, DVA, SR, and PJ were not different between 1st and 2nd tests. The median scores of VRT, DVA, SR, 
and PJ were 7, 6, 8, and 6, respectively. The data from DVA and PJ were a normal distribution. On the other 
hand, the data from VRT and SR were not a normal distribution. The results of this study confirmed the 
reproducibility of the 4 visual functions. The availability could not be completely confirmed.
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Dynamic Visual Acuity評価（回転）とDynamic Visual 
Acuityソフトウエアの得点との関連性について検討を行
なっている。その結果、相関係数0.841の高い相関が認
められたとしている。しかしながら、Dynamic Visual 
Acuityの検査機による評価が15回転であった対象者間
で、ソフトウエアの得点（30点満点）に19の差が認めら
れている。同様に、ソフトウエアの得点17の対象者で、
検査機による評価が15〜36回転とバラツキが大きい。こ
の理由について考察されていないが、対象者の年齢が16
歳から91歳と広範囲であることが関係していると思われ
る。
　眼科の検査法として、動体視力、眼球運動、視野・視
覚を測定する際には、頭が動かないように固定される４）。
したがって、頭を固定せずに、パーソナル・コンピュー
ターの画面を注視し、認識、判断、結果を入力するテス
トとは得点（評価）に差違が生じるのかもしれない。
　先行研究５）において、本研究と類似したソフトウエア
を用いて、スポーツビジョンのトレーニング効果が報告
されている。動体視力、眼球運動、周辺視野、瞬間視を
10ランクに測定・評価するソフトウエアを用いて、大学
スポーツ選手をトレーニングした結果、週２回のトレー
ニングによって、１ヶ月後の動体視力、眼球運動、周辺
視野が有意に向上した。
　本研究の目的は、ソフトウエアを用いた視覚機能のト
レーニング効果を評価することではないが、本研究で使
用したソフトウエアでも先行研究と同様の効果が期待さ
れる。
　視覚情報は脳内で認識、理解、再構成されるが、その
情報にはコントラスト、色、形、運動、立体、視覚対象
の認識と理解、３次元空間の認識と理解がある６）。コン
トラスト、色、形、運動、立体については本研究では同
一条件であるが、視覚対象の認識と理解、３次元空間の
